
令和 7 年 10 月 1 日 から

令和 8 年 3 月 31 日 まで

令 和 ７ 年 度 下 期 分

宇部市下水道事業業務状況報告書



１　業務の概況

(1) 汚水整備戸数、汚水整備人口 （令和8年3月31日）

(2) 処理状況 （令和8年3月31日）

有収水量(㎥) 12,318,000 6,114,309 49.6 12,284,712 99.7

95.4

区分
7年度予算 下期分実績

一日平均処理水量(㎥) 54,658 46,459 － 52,146 －

（Ａ） （Ｂ） (Ｂ)／(Ａ) （C） (C)／(Ａ)

総処理水量(㎥) 19,950,000 8,455,543 42.4 19,033,123

65.2 345 91.0

執行率（％） 7年度実績 執行率（％）

汚水整備人口（人） 379 247

汚水整備戸数（戸） 192 114

区分
7年度予算 下期分実績

（Ａ） （Ｂ） (Ｂ)／(Ａ)

   令和７年度下期の総処理水量は8,455,543㎥、有収水量は6,114,309

㎥でした。

　 下期の建設改良事業につきましては、芝中ポンプ場再構築事業のほ

か、浸水対策事業や、老朽化した施設の改築更新、汚水の面整備に取

り組みました。

(C)／(Ａ)

59.4 163 84.9

執行率（％） 7年度実績 執行率（％）

（C）
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２　経理の状況

(1) 予算の執行状況

イ 収益的収入及び支出

７年度 下期分 執行率 ７年度 執行率

予算額(A) 執行額(B) (B)/(A) 決算額(C) (C)/(A)

千円 千円 ％ 千円 ％

下 水 道
事 業 収 益

6,819,666 3,409,027 50.0 6,780,569 99.4

営 業 収 益 3,365,716 1,615,772 48.0 3,320,130 98.6

下 水 道
使 用 料

2,341,948 1,162,907 49.7 2,333,243 99.6

他 会 計
負 担 金

1,023,749 452,834 44.2 986,834 96.4

そ の 他
営 業 収 益

19 31 163.2 53 278.9

営 業 外
収 益

3,290,340 1,629,578 49.5 3,295,093 100.1

受 取 利 息
及 び 配 当 金 6,900 4,508 65.3 9,096 131.8

他 会 計
負 担 金

1,030,677 503,085 48.8 1,031,085 100.0

長 期 前 受 金
戻 入

2,163,882 1,048,432 48.5 2,163,148 100.0

雑 収 益 88,881 73,553 82.8 91,764 103.2

特 別 利 益 163,610 163,677 100.0 165,346 101.1

固 定 資 産
売 却 益

163,600 163,677 100.0 163,677 100.0

過 年 度 損 益
修 正 益

10 0 0.0 1,669 16,690.0

収 入 計 6,819,666 3,409,027 50.0 6,780,569 99.4

（注）消費税及び地方消費税込

款 項 目

収　　入
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７年度 下期分 執行率 ７年度 執行率

予算額(A) 執行額(B) (B)/(A) 決算額(C) (C)/(A)

千円 千円 ％ 千円 ％

下 水 道
事 業 費 用

6,466,692 5,595,981 86.5 6,282,897 97.2

営 業 費 用 6,081,578 5,415,831 89.1 5,964,092 98.1

管 渠 費 148,077 97,086 65.6 137,400 92.8

ポ ン プ 場 費 445,228 269,623 60.6 395,310 88.8

処 理 場 費 953,452 604,824 63.4 911,127 95.6

総 係 費 197,205 117,822 59.7 193,755 98.3

減 価 償 却 費 4,095,629 4,092,838 99.9 4,092,838 99.9

資 産 減 耗 費 241,987 233,638 96.5 233,662 96.6

営 業 外
費 用

373,614 180,138 48.2 315,537 84.5

支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費 273,614 138,214 50.5 273,613 100.0

消 費 税 及 び
地 方 消 費 税 75,000 22,029 29.4 22,029 29.4

雑 支 出 25,000 19,895 79.6 19,895 79.6

特 別 損 失 3,268 12 0.4 3,268 100.0

過 年 度 損 益
修 正 損

3,268 12 0.4 3,268 100.0

予 備 費 8,232 0 0.0 0 0.0

予 備 費 8,232 0 0.0 0 0.0

支 出 計 6,466,692 5,595,981 86.5 6,282,897 97.2

（注）消費税及び地方消費税込

目

支　　出

款 項
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ロ 資本的収入及び支出

７年度 下期分 執行率 ７年度 執行率

予算額(A) 執行額(B) (B)/(A) 決算額(C) (C)/(A)

千円 千円 ％ 千円 ％

資本的収入 2,966,815 2,496,687 84.2 2,904,458 97.9

企 業 債 1,466,600 1,423,400 97.1 1,423,400 97.1

企 業 債 1,466,600 1,423,400 97.1 1,423,400 97.1

出 資 金 237,235 117,338 49.5 237,338 100.0

他 会 計
出 資 金

237,235 117,338 49.5 237,338 100.0

補 助 金 1,231,570 946,467 76.9 1,211,317 98.4

国 庫 補 助 金 1,231,570 946,467 76.9 1,211,317 98.4

受 益 者
負 担 金

23,900 1,926 8.1 24,847 104.0

受 益 者
負 担 金

23,900 1,926 8.1 24,847 104.0

固 定 資 産
売 却 代 金

7,510 7,556 100.6 7,556 100.6

固 定 資 産
売 却 代 金

7,510 7,556 100.6 7,556 100.6

収 入 計 2,966,815 2,496,687 84.2 2,904,458 97.9

（注）消費税及び地方消費税込

※令和6年度繰越事業に充当する財源は、企業債及び国庫補助金に含まれています。

令和8年度への繰越額1,741,949千円は、令和7年度予算額から除いています。

款 項 目

収　　入
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７年度 下期分 執行率 ７年度 執行率

予算額(A) 執行額(B) (B)/(A) 決算額(C) (C)/(A)

千円 千円 ％ 千円 ％

資本的支出 5,520,376 3,617,328 65.5 5,511,546 99.8

建設改良費 3,021,296 2,366,180 78.3 3,017,410 99.9

管 渠 事 業 費 2,511,888 1,865,624 74.3 2,509,778 99.9

処 理 場
事 業 費

504,982 497,166 98.5 503,596 99.7

受 益 者 負 担 金
徴 収 事 務 費 2,104 1,683 80.0 1,958 93.1

固 定 資 産
購 入 費

2,322 1,707 73.5 2,078 89.5

企 業 債
償 還 金

2,494,137 1,251,148 50.2 2,494,136 100.0

企 業 債
償 還 金

2,494,137 1,251,148 50.2 2,494,136 100.0

予 備 費 4,943 0 0.0 0 0.0

予 備 費 4,943 0 0.0 0 0.0

支 出 計 5,520,376 3,617,328 65.5 5,511,546 99.8

（注）消費税及び地方消費税込

※令和6年度からの繰越事業分は、管渠事業費及び処理場事業費に含まれています。

令和8年度への繰越額1,932,282千円は、令和7年度予算額から除いています。

款 項 目

支　　出
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(2) 財務諸表

イ 損益計算書

営　業　収　益
営　業　費　用 1,510,053千円
3,274,339千円 43.7%

94.6%

営 業 外 収 益
営 業 外 費 用 1,623,894千円 特 別 利 益

186,073千円 46.9% 163,670千円
5.4% 4.7%

特 別 損 失 当 期 純 損 失

ロ 貸借対照表

固　定　負　債
30,610,900千円

27.5% 流 動 負 債
3,443,395千円

3.1%

96.4% 50,215,926千円
45.0%

資　本　金
流 動 資 産 23,033,838千円 剰 余 金

4,043,068千円 20.6% 4,241,031千円

（令和7年10月1日から令和8年3月31日まで）

11千円 162,806千円

3.6% 3.8%

※当年度純利益は359,361千円

0.0% 4.7%

（注）消費税及び地方消費税を含まない。

（令和8年3月31日）

固　定　資　産

107,502,022千円 繰　延　収　益
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３　令和８年度予算の概況及び経営方針

本市の下水道事業は、人口減少に伴う使用料収入の減少や物価高騰に

よる維持管理費の増加等により厳しい財政状況となっています。さらに今

後は、下水道施設の老朽化に伴う改築更新費用が一段と増大していくこと

が見込まれており、経営基盤の強化と施設更新に向けた財源確保が大き

な課題となっています。

このような厳しい経営環境の下、将来にわたり持続可能な下水道経営を

行うため、中長期的な収支計画の適正化を進めるとともに、西部処理区運

営事業や芝中ポンプ場再構築事業等の官民連携手法を着実に推進する

ことで事業運営の効率化を図ります。また、老朽化施設の計画的な改築・

更新による機能確保や、未普及地域への汚水整備を確実に進めることで、

快適な生活環境の確保や公共用水域の水質保全に努めます。

令和８年度下水道事業会計予算は、業務の予定量として、公共下水道

処理区域面積3,547.1ｈａ、年間総処理水量20,739千ｍ3を見込み、これら

に必要な諸経費及び使用料収入等を計上しました。

まず、収益的収支ですが、下水道事業収益の 6,277,875千円から消費税

及び地方消費税分176,031千円を控除し、下水道事業費用の6,234,167千

円から消費税及び地方消費税分 74,478 千円を控除した結果、当年度純

損失は 57,845 千円となります。

次に、資本的収支ですが、主な事業としては、芝中ポンプ場再構築事業

のほか、五十目山雨水幹線事業等の浸水対策事業や、管渠、ポンプ場及

び処理場施設の老朽化対策事業、東岐波地区の汚水整備等に要する建

設改良費を計上しました。

収入においては、これら支出に対応する財源として、企業債、国庫補助

金等を計上しました。

その結果、資本的収入3,836,971千円、資本的支出6,329,052千円とな

り、差引2,492,081千円の財源不足となる見込みですが、これは、損益勘定

留保資金等で補てんすることとしました。
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